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沖縄県の腎移植を施行した施設（2018）



沖縄県の腎移植症例（2018年）

全27例 生体腎移植 献腎移植

症例（例） 25 2

男性（例） 12 1

女性（例） 13 1

年齢（歳）
52.6 ± 12.5 
（27 - 72）

62.5 ± 20.8
（56 - 69）

平均透析期間（年）
7.2 ± 9.7 
（0 – 20.6）

20.8 ± 0.3
（20.6 – 21）



沖縄県の腎移植症例
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・沖縄県内の総腎移植数は2010年以降30例前後で推移。

・昨年は献腎移植が少なく総数としては減少した。



沖縄県の腎移植症例
1987年～2018年12月31日まで

（人）

（年）
0

5

10

15

20

25

30

35

40

'87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 12 13 14 15 16 17 18

献 腎 144 例 生体腎 439 例

臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

臓
器
移
植
法

移
植
法
改
正

全 例 583 例

生体腎 439 例 (男性 263 例、女性 151 例）

献 腎 144 例 (男性 94 例、女性 48 例）



献腎移植までの平均透析期間

17.4年

献腎移植レシピエント
（2017）

平均待期期間 13.3年

ファクトブック 2018 （日本移植学会）

移植年 透析期間（年） 症例数

2008 14.3 8
2009 17.3 6
2010 18.9 6
2011 16.2 5
2012 15.7 4
2013 19.8 5
2014 12.9 2
2015 22.1 4
2016 20.3 6
2017 12.9 6
2018 20.8 2
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r腎移植レシピエントの原疾患 （全583例）

（ ）は2018年の症例数

CGN (IgA腎症を含む） 348(8) 間質性腎炎 5

SLE 33(2) 腎硬化症 16(3)

低形成腎 15 Goodpasture症候群 2

ネフローゼ 8(1) Henoch Scholein 2

DM 49(4) 後部尿道弁 1

MPGN 11(1) Alport症候群 2

RPGN 4 VUR 4(1)

FGS 9(1) ANCA関連腎炎 5

DPGN 2 ミトコンドリア脳筋症 1

嚢胞腎 13(2)
その他

46(5)



母親 111 (4) 子供 21

父親 75 配偶者 130 (12)

兄弟 47 (3) 親戚 5

姉妹 49 (6)

生体腎移植ドナー （439 例）

レシピエントとの関係

（ ）は2018年の症例数



移植腎機能喪失の原因（全例）
1987年～2018年12月31日まで

131 （移植腎喪失例）／583 （全例）＝ 22.5％

（ ）は2018年の症例数

慢性拒絶反応 63 (2) 原疾患の再発 5

急性拒絶反
応

5 FGS再発 2

Primary NF 7 PTLD 1

死亡 41 (6) 膿腎症 1

静脈血栓症 3 不明 4
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移植腎機能喪失の原因（生体腎・献腎別）
1987年～2018 年12月31日まで

（ ）は2018年の症例数

慢性拒絶反応 50 (2) 13

急性拒絶反応 4 1

Primary NF 1 6

死亡 18 (5) 22 (1)

静脈血栓症 1 1

原疾患の再発 5 0

FGS再発 2 0

PTLD 0 1

膿腎症 1 0

生体腎 献腎
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腎移植生着率の年次推移
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✓ 腎移植の生着率は2000年以前に比較して飛躍的に改善している。



レシピエントの廃絶原因
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✓ 長期生着例の増加に伴い、Death with functioning graft（生着中死亡）は2000年以前と比較して約2倍に増えた。



レシピエントの死亡原因
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✓ レシピエントの死亡原因としてはCVD、感染症、悪性腫瘍が多い。



✓ 免疫抑制剤の進歩により腎移植後の生着率や生存率は向上している。

✓ 長期生着例の増加に伴い、Death with functioning graft（生着中死
亡）は2000年以前と比較して約2倍に増えた。

✓ 生着中死亡は長期生着レシピエント、特に高齢者にとっては移植腎が機能し
たまま天寿を全うするという、ある意味理想的な状態といえるかもしれない。

✓ ただし、腎移植後20年以降の長期成績を改善するためには悪性疾患や感
染症、CVDといった予防、治療が可能な死亡原因を減少させる努力が必要であ
る。



① PEKT（先行的腎移植）の推進。（CVD）

② 免疫抑制剤の適正化（TDMの実施）。（感染症、悪性疾患）

③ 腎移植後悪性疾患スクリーニングの徹底。（悪性疾患）

対策



腎移植前透析期間と腎移植後のアウトカムに関する検討

✓ 腎移植に到るまでの透析期間が短いほど予後良好

✓ 先行的腎移植（PEKT）は最も予後がよい



✓ 先行的腎移植症例では生着中死亡（CVD、感染症、悪性疾患）の発症が少ない。

✓ CVDの発症もnon PEKT群に比較して50％少ない。



✓ 腎移植後のイベント（生着中死亡やCVD）は移植前透析期間が長くなるにつれて増加する。



腎移植後の発癌リスク
SIR 一般的な癌 特に腎移植後に多い癌 稀な癌

＞5 カポジ肉腫
（HIV患者）

カポジ肉腫
膣癌
非ホジキンリンパ腫
腎癌
皮膚癌
甲状腺癌
陰茎癌

眼

1-5 肺癌
大腸癌
子宮頸癌
胃癌
肝癌

咽頭癌
食道癌
膀胱癌
白血病

メラノーマ
喉頭癌
肛門癌
ホジキンリンパ腫

上昇なし 乳癌
前立腺癌
直腸癌

卵巣癌
膵癌
脳腫瘍
精巣癌

KDIGO clinical pactice guideline. Am J Transplant 2009:9:S1-155 

SIRが高い腫瘍に関してはより重点的にスクリーニングをする必要があるが、SIRがさほど高

くなくとも一般人口においても発症率が高い悪性腫瘍に関しては積極的に検診などを利用
してスクリーニングが必要と考えられる。



・腎移植の生着率の向上に伴ない、長期生着レシピエントのCVD・悪性疾患・感染症など

に対する対策の重要性が増してきている。

・腎移移植後短期成績が改善した現況において、先行的腎移植の推進、免疫抑制剤の

適正化、悪性腫瘍のスクリーニングの徹底などで長期成績をさらに改善したい。

結語


